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ドッ プ ラ
ー ライダー と ウィ ン ドプ ロ フ ァ イ ラで 捉 えた積乱雲発 生 前後 の 風 速場

　　　
＊
岩井宏徳、石 井昌憲、水谷耕平、川 村誠 治、安井元 昭、浦塚清峰 （情報 通 信 研 究機 構 （MCT ））

1 ．は じめに

　近 年、都市域 に お け る局 地 的大 雨 に よ る被害が 増 加傾 向

に あ り、リア ル タ イ ム な観測お よび 予 報 が 求め られて い る。
局地 的 大 雨をもた らす積乱雲の 発生 時の 風速場 の 観測 デー

タは 積 乱 雲 発 生 の 予 報 と っ て 重 要 で あ る が、観 測 事 例 が 少

な い の が現 状 で あ る。科学技 術戦 略 推進費 「気候変動 に 伴

う極端 気象 に 強 い 都市創 り 」 は 、首 都 圏 に 稠 密観測網 を構

築 し、局 地 的大雨 等 の 解 明 を 目 指 して い る。2012年 7 月 下

旬か ら 9 月上 旬 に か け て 集中観測が 実施 され た。本発 表 で

は、2012 年 8 月 17 日 に ドッ プ ラーライ ダー （以 卜、ライ

ダー）お よび ウィ ン ドプ ロ フ ァ イ ラ （以 下、プ ロ フ ァ イ ラ）

に よ り観測 され た NICT 本部 （東京都小 金井 市）上空 に発

生 し た 積乱 雲 の 発 生 前後の 風 速場 に つ い て 報告す る。

2 ．観測概要
　 本 研 究 で 用 い た ライ ダーの 主 要 諸 元 お よび 風 速 測 定 精 度

につ い て は lwai　et　al，（2013）を 参照され た い 。ドソ プ ラ
ー

ラ

イ ダ
ー

は MCT 本部の 4 階建 て の 建 物 の 屋 上 （地 上 高約

20m ）に 設置 され て い る。2012 年 8 月 17 日 は 、仰角 4 度 、
1回 転 2 分の PPI ス キ ャ ン を 2 回、主 風 向方 向 の RHI ス キ

ャ ン を 1 回 行 う観測 を繰 り返 した。ライ ダーの 約 450m 南

には 1．3GHz 帯の プ ロ フ ァ イ ラ （住友電工 WPR 　LQ −4）が設

置 され て お り、1 分 ご との 天 頂角 14度の ドッ プ ラービーム

操作法 に よ り、高度分解能 100m で 高度 8km まで の 水 平 風

お よび 鉛直風 を観測 した。

3 ．観測結果お よ び考察

　関東地方 は 太平洋高気圧 に 覆われ、各地で 35度を超 え る

猛 暑 日 とな っ た。高度約 6  に は約 ・6℃ の 寒 気 が 入 り、μ」

沿 い を 中心 に 大 気は 不 安定 な状 態 で あ っ た、舘野 の 9 時の

ゾ ン デデ
ー

タ か ら CAPE は 且290．85J！kg、　 CIN は一67．34J！kg、
LCL は 925．92hPa（784m ）、LFC は 799．29hPa（2055m ）で あ っ た。
昼 過 ぎか ら南東寄 りの や や湿 っ た 空 気が 流入 し、山沿 い で

積 乱雲 が 次々 に発 生 し て い た D 八 王 子 付近 で 大 雨 を降 らせ

て い た 積乱雲か ら発生 した冷気外出流が 南西 か ら NICT 本

部の 方向に 押 し寄せ （図 la）、ガ ス トフ ロ ン トは 15 時 54

分 に観 測 地 点 を通 過 した （図 lb）。図 2 に プ ロ フ ァ イ ラ の

鉛直 ビ
ー

ム の ス ペ ク トル お よ び推定 され た鉛直流を示 す。
15 時 35 分 か ら 15 時 42 分に 高度 1．5〜4  の 範囲で 最 大

6m ！s 程度の 顕著 な 上昇流 が観測 され て お り （図 2a，b）、15

時 42 分以降 に 降水 エ コ ーが 受信 され た （図 略 ）。冷 気 外 出

流 が 観 測 地 点 へ 到 達す る前 に 受信 され て い た 降水エ コ
ー

は

数分で 減衰 したが （図 2c）、冷気外出流通過後 に 降水 エ コ

ー
の 強度が 増加 した （図 2d）。

　冷気外 出流 が観測地 点 へ 到 達す る前 の 数時間 の ラ イ ダ
ー

の RHI で は 高度 15  以 下 で 最大 5m！s 程度 の 顕著な上 昇

流が 観測され て お り （図略）、熱対流が 活発 で あ っ た こ とが

示 唆 される。た だ し、PPI で は 大 気下層 で の 顕著な収 束域
は 確認で きな か っ た （図 略 〉。 冷気外 出流 とは 関係 し ない 積
乱 雲 を発 生 させ た 上 昇流 の 形 成要 因 につ い て 、ラ イ ダー

で

観測され た風 速場をよ り詳細に 解析す る必 要 が あ る。冷気

外 出 流 に よ り形 成 され た ガ ス トフ ロ ン ト前 面 の 上 昇 流 （図

lb） と降 水 エ コ
ーの 強 度 の 増 加 （図 2d） との 関連 に つ い て

は May （1999）に よ る類 似 した 報 告が あ る 。 た だ し、プ ロ フ

ァ イ ラ で観 測 され た 降水 エ コ ーが 他 の 場 所 か ら移 流 し て き

た 可能性 も考 え られ る の で 、他 の 降雨 レ
ー

ダデ ータ を用い

て 降水 エ コ
ー

の 空 間分布 に つ い て 解析す る 必 要が あ る。
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図 1 （a ）PPI ス キ ャ ン ．（b）RHI ス キ ャ ン に よ る動径風 c ラ イ ダーか

ら遠 ざか る 方 向 を 正．図 中 の 太線 は、冷気 外 出 流に よ る ガ ス トフ

卩 ン トの 位 置。　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　
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図 2　プ ロ フ ァ イ ラ の 鉛 直 ビ ーム の ス ベ ク トル
u 横軸 は 鉛 直速度

（上 向 きを正 ）、縦軸は 高度、コ ン タ
ー

は ス ペ ク トル 強 度を 示 す。
（a ）（b）の 黒 線は 推定 され た ドッ プ ラ ー速度 を示 す。
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